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平成27年度決算は、一般会計と特別会計、企業会計を合わせた総額で、歳入（収入）
が818億円、歳出（支出）が796億円でした。
また、市の全ての会計を合わせた市債（借入金）残高は、1,268億円、対前年度比25億

円の減になり、市民１人当たり150万３千円、対前年度比１万４千円の減になりました。
《問合せ》財政課☎21 9014

一
般
会
計
の
決
算

一
般
会
計
の
決
算
は
、
歳
入
が

5
1
5
億
円
、
歳
出
が
5
0
5
億

円
で
し
た
。
歳
入
に
は
、
平
成
28

年
度
へ
の
繰
越
し
事
業
の
財
源

2
億
円
が
含
ま
れ
て
い
る
た
め
、

こ
れ
を
差
し
引
き
、
8
億
円
の
黒

字
と
な
り
ま
し
た
。

歳
入
で
は
、
地
方
交
付
税
が
最

も
多
く
1
9
1
億
円
で
し
た
。
次

い
で
市
税
が
1
0
1
億
円
、
国
県

支
出
金
が
74
億
円
、
市
債
が
63
億

円
と
続
き
ま
す
。

歳
出
で
は
、
民
生
費
が
最
も
多

く
1
1
7
億
円
で
し
た
。
次
い
で

総
務
費
が
74
億
円
、
衛
生
費
が

73
億
円
、
公
債
費
が
71
億
円
と
続

き
ま
す
。

ま
た
、
市
民
1
人
当
た
り
の
歳

出
額
は
59
万
8
千
円
、
納
税
額
は

は
12
万
円
で
し
た
。

一
般
会
計
の
市
債
残
高
は
、

6
2
0
億
円
、
対
前
年
度
比
2
億

円
の
減
に
な
り
ま
し
た
が
、
人
口

減
の
た
め
、
市
民
1
人
当
た
り

73
万
6
千
円
、
対
前
年
度
比
6
千

円
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

公
営
企
業
会
計
の
決
算

▼
水
道
事
業　

給
水
戸
数
約
3
万
3
千
戸
、
給

水
人
口
約
8
万
4
千
人
で
、
普
及

率
は
ほ
ぼ
1
0
0
％
で
す
。
決
算

は
2
・
3
億
円
の
黒
字
と
な
り
ま

し
た
。

▼
下
水
道
事
業

普
及
率
約
99
％
、
水
洗
化
済
戸

数
約
3
万
戸
、
人
口
約
7
万
8
千

人
で
、
水
洗
化
率
は
93
％
ま
で
向

上
し
ま
し
た
。
決
算
は
3
・
8
億

円
の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。

▼
農
業
共
済
事
業

1
3
2
万
円
の
黒
字
と
な
り
ま

し
た
。
共
済
金
の
支
払
額
は
、
家

畜
共
済
3
3
4
2
万
円
、
水
稲
共

済
5
1
0
万
円
、
そ
ば
共
済
24
万

円
な
ど
、
総
額
3
8
9
0
万
円
で

し
た
。

平成 27年度決算のあらまし
一般会計は実質８億円の黒字

市役所管理費、環境政策
など
73億8545万円（14.7％）

〈一般会計決算〉

歳　出

総務費

民生費

衛生費

公債費

教育費

土木費

その他

 歳　入
504億4139万円515億180万円

地方
交付税

市税

国県
支出金

市債

その他

黒字

地方公共団体が一定水準
の行政サービスを行えるよう
国から交付されるお金
190億6193万円（37.0％）

市民税、固定資産税、軽自
動車税など
101億4054万円（19.7％）

特定の事業に対して国・県か
ら交付されるお金
73億9188万円（14.4％）

市の借入金
62億8370万円（(12.2％）

譲与税・交付金、使用料およ
び手数料、繰越金、基金繰
入、雑収入など
86億2375万円（16.7％）

高齢者福祉、障害者福祉、
児童福祉など
117億284万円（23.2％）

借入金の返済費
71億2134万円（14.1％）

学校教育・社会教育・文化
振興など
53億9181万円（10.7％）

北但ごみ処理施設建設費負
担金、健康診査、ごみ処理など
73億2800万円（14.5％）

道路・河川整備、都市計画、
公営住宅など
52億4851万円（10.4％）

農林水産業費、商工費、消
防費など
62億6344万円（12.4％）

区　　分 歳入 歳出 歳入歳出差引
一般会計 515億180万円 504億4139万円 10億6041万円

特別会計 217億7397万円 212億4967万円 5億2430万円
国民健康保険事業
（事業勘定） 112億4420万円 109億4246万円 3億174万円

国民健康保険事業
（直診勘定） 1億483万円 9813万円 670万円

後期高齢者医療事業 10億5111万円 10億2824万円 2287万円

介護保険事業 87億838万円 85億5157万円 1億5681万円

診療所事業 2億5152万円 2億2979万円 2173万円

霊苑事業 3億3138万円 3億2514万円 624万円

管理会財産区 280万円 25万円 255万円

太陽光発電事業 7975万円 7409万円 566万円

企業会計 84億9732万円 78億8973万円 6億759万円

水道事業 24億4213万円 22億1464万円 2億2749万円

下水道事業 58億9735万円 55億1857万円 3億7878万円

農業共済事業 1億5784万円 1億5652万円 132万円

合　　　計 817億7309万円 795億8079万円 21億9230万円

〈会計別決算額一覧〉
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もったいない川柳応募作品紹介（一般の部、氏名またはペンネーム･敬称略）
「
も
っ
た
い
な
い
」地
球
を
守
り

始
め
る
日　
　
　
（
松
下
幸
子
）

こ
の
ゴ
ミ
で
い
つ
か
我
が
家
が

得
を
す
る　
　
　
（
松
本
康
平
）

リ
サ
イ
ク
ル
知
恵
と
工
夫
で
役

に
立
つ　
　
　
（
ま
あ
ち
ゃ
ん
）

祖
父
母
知
る
も
っ
た
い
な
い
の

真
の
意
味　
　
　
（
眞
鍋
信
二
）

命
こ
そ
粗
末
に
し
て
は
勿
体
な

い　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
道
）

着
脹
れ
し
歩
く
姿
は
相
撲
と
り

　
　
　
　
　
　
　
（
丸
尾
カ
ヨ
）

電
球
が
壊
れ
た
ま
ま
だ
ほ
っ
て

お
く　
　
　
　
　
（
丸
尾
文
子
）

あ
り
が
と
う
拾
う
神
こ
そ
活
き

た
神　
　
　
　
　
（
三
浦
健
司
）

エ
コ
心
家
計
あ
ず
か
る
人
強
し

　
　
　
　
　
　
（
と
し
ち
ゃ
ん
）

他
人
か
ら
好
か
れ
て
妻
に
嫌
わ

れ
る　
　
　
　
　
　
（
三
江
登
）

ケ
チ
じ
ゃ
な
い
も
っ
た
い
な
い

と
言
う
昭
和　
　
（
三
江
澄
子
）

母
遺
す
も
っ
た
い
な
い
を
形
見

分
け　
　
　
　
　
　
　
（
颯
爽
）

お
茶
葉
で
家
庭
の
空
気
洗
浄
し

　
　
　
　
　
　
　
（
三
木
道
子
）

も
っ
た
い
な
い
み
ん
な
で
共
有    

こ
の
精
神      　
（
右
田
俊
郎
）

節
約
は
地
球
を
救
う
あ
な
た
で

す　
　
　
　
　
　
（
水
野
源
夫
）

先
人
の
知
恵
を
拝
借
リ
サ
イ
ク

ル　
　
　
　
　
　
（
Ｕ
Ｋ
Ｅ
Ａ
）

戦
時
中
こ
れ
で
育
っ
た
く
せ
抜

け
ず　
　
　
　
　
（
初
田
稜
二
）

ち
ょ
っ
と
待
て
捨
て
去
る
前
に

再
利
用　
　
　
　
（
花
岡
宏
明
）

見
ち
が
え
た
あ
の
着
物
か
ら
こ

の
ド
レ
ス 　

  （
花
岡
由
紀
子
）

捨
て
る
嫌
も
っ
た
い
な
い
と
匂

い
か
ぎ　
　
　
　
　
　
（
霞
舟
）

省
エ
ネ
の
新
型
揃
え
た
老
夫
婦

（
林
善
隣
）

古
カ
レ
ン
ダ
ー
も
っ
た
い
な
い

と
雑
記
帳　
　
　
（
原
田
弘
一
）

必
要
性
レ
ジ
に
行
く
前
考
え
る

（
樋
口
真
由
美
）

子
守
役
残
し
も
の
食
べ
バ
バ
太

る　
　
　
　
　
　
（
平
岡
典
子
）

小
食
で
働
き
者
の
エ
コ
カ
〜

（
母
）ち
ゃ
ん　
　
（
平
田
裕
子
）

黄
門
さ
ん
俵
に
腰
か
け
叱
ら
れ

る　
　
　
　
　
　
（
福
井
正
二
）

お
徳
用
買
い
お
徳
分
腐
ら
せ
る

（
福
島
敏
朗
）

残
り
物
一
品
に
変
え
る
母
の
腕

（
藤
田
晴
美
）

洋
服
は
娘
の
お
上
が
り
若
返
る

（
古
川
恵
子
）

仕
舞
い
込
み
も
っ
た
い
な
い
が

忘
れ
が
ち　
　
（
細
田
一
三
男
）

食
べ
こ
ぼ
し
拾
っ
て
食
べ
る
母

の
癖　
　
　
　
　
　
（
堀
善
弘
）

食
べ
残
し
浪
費
公
害
ま
た
増
え

る　
　
　
　
　

   （
松
浦
哲
男
）

　

9
月
25
日
、
豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ

ほ
っ
と
ス
テ
ー
ジ
で
、
豊
岡
市
図

書
館
未
来
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催

し
、
1
3
0
人
が
参
集
し
ま
し
た
。

○
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
分
析
報
告
…

集
計
か
ら
垣
間
見
え
る
回
答
者

の
意
向
や
傾
向
な
ど
が
説
明
さ

れ
ま
し
た
。

○
基
調
報
告
…
市
立
図
書
館
の
在

り
方
の
検
討
内
容
を
基
に
、
国

内
外
の
事
例
を
交
え
、
図
書
館

の
在
り
方
を
検
討
す
る
手
法
な

ど
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

ま
す
。
一
方
で
、
図
書
館
は
そ
の

役
割
を
再
認
識
す
る
と
と
も
に
、

新
た
な
手
法
で
の
サ
ー
ビ
ス
提
供

を
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

―
10
年
後
の
市
立
図
書
館

市
で
は
、
図
書
館
本
来
の
役
割

と
新
た
な
手
法
を
探
る
た
め「
豊

岡
市
図
書
館
未
来
プ
ラ
ン
検
討
会

議
」を
設
け
、
市
立
図
書
館
の
10

年
後
の
将
来
像
を「
豊
岡
市
図
書

館
未
来
プ
ラ
ン
」と
し
て
ま
と
め

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
市
立
図

書
館
の
未
来
の
姿
と
役
割
を
、
市

民
の
皆
さ
ん
と
考
え
る
機
会
の
一

つ
と
し
て
い
ま
す
。

《
問
合
せ
》
図
書
館
本
館

　

☎
23

6
1
5
1

○
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
…

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
考
え
や

思
い
を
述
べ
る
な
ど
、
活
発
な

意
見
が
飛
び
交
い
ま
し
た
。

　

堅
苦
し
い
イ
メ
ー
ジ
の
あ
る
図

書
館
の
、
よ
り
身
近
な
施
設
に
な

る
一
歩
で
す
。

―
読
書
の
機
会
は
増
加

　

近
年
、
書
籍
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
購
入
や
電
子
図
書
の
登
場
な
ど

で
、
図
書
が
い
っ
そ
う
身
近
に
な

り
、
読
書
の
機
会
が
増
加
し
て
い

豊
岡
市
図
書
館
未
来
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催

身
近
で
親
し
み
や
す
い
図
書
館
へ
の
一
歩

豊岡市図書館未来シンポジウム
◆市民アンケート泫分析報告
桃山学院大学社会学部准教授　村上あかねさん
（注）市民２千人（無作為抽出アンケート・５月）、

来館者（６月）を対象に実施
◆基調報告　図書館が目指すべき方向とは
豊岡市図書館未来プラン検討会議座長／桃
山学院大学経営学部教授　山本順一さん

◆パネルディスカッション
図書館は未来への玉手箱　～つなぐ・引
き継ぐ・学びの場として～
◇パネリスト
劇作家、演出家、市芸術文化参与　平田オ
リザさん
図書館利用者　結城紘一さん
豊岡総合高校３年　大北真子さん
暮らしの学校農

の～ら
楽代表理事　木村尚子さん

◇コーディネーター
山本順一さん

活発な意見が飛び交ったパネル
ディスカッション


